
卒業の要件

（１）本学部を卒業するためには，４年以上在学し，下表に示す単位を修得しなければならない。ただ

し，所定の要件を満たした成績優秀者は，４年未満の在学での卒業（早期卒業）が認められる。な

お，卒業要件単位と認定される上限単位数，指定科目等については，次頁以下の「Ⅲ．全学共通科

目」についての説明，「Ⅳ．学部開設科目」についての説明，及び「Ⅴ．注意事項」を参照すること。

区 分 卒 業 要 件 単 位 数

主 題 Ａ ２単位
主 題 科 目

主 題 Ｂ ６単位以上
全

教 養 ゼ ミ ナ ー ル （２単位）
学 24単位以上

学 問 基 礎 科 目 ６単位以上
共

健 康 ・ ス ポ ー ツ 実 技 （２単位） 34単位以上
通

高 学 年 向 け 教 養 科 目 （４単位）
科

いずれか一方
既 修 外 国 語目 ６単位以上

外 国 語 科 目 10単位以上
他方

初 修 外 国 語 ４単位以上

必 修 科 目 （ 専 門 科 目 ） ６単位学
部 選 択 科 目 （ 専 門 科 目 ） 30単位以上開 94単位以上設 58単位以上科 自 由 科 目

（専門基礎科目６単位以上の目 履修を推奨する）（専門科目及び専門基礎科目）

計 128単位以上

（２）早期卒業制度について

本学部に３年以上在学したものが，以下の要件 をすべ（１．早期卒業有資格者，２．申請方法等）

て満たし，かつ本人が希望する場合には，４年未満の在学期間での卒業（早期卒業）が認められる。

１．早期卒業有資格者

下記①～③の基準を満たしている者

GPA Grade Point① ２年次終了時点で，卒業要件単位82単位以上を修得し，かつ累積 （

）値が3.0を超えている（四捨五入は行わず， 値 も含まない。）こと。Average GPA 3.0

② ３年次終了時点までに，卒業要件単位128単位以上を修得していること。（「演習（必

修６単位）」については履修期間を１年間に短縮する特別な措置が行われる。）

③ ３年次終了時点までの累積 （ ）値が3.0を超えている（四捨五GPA Grade Point Average

入は行わず， 値 も含まない。）こと。GPA 3.0

【注意】 早期卒業を希望した者が，上記①～③の基準を満たさなかった場合，「演習（必

修６単位）」の履修期間を１年間に短縮する特別な措置は行われない。



２．申請手続き等

① 早期卒業有資格者は，３年次 第１学期履修登録期間中に，学務第一係へ早期卒業希望

の有無を申し出ること。（有資格者は，４月上旬に掲示される。）

② ①の時点で早期卒業を希望した者は，１月中旬に，学務第一係へ早期卒業希望の最終意

思表示を行う。

③ ３月上旬，４年次生以上と同時に成績発表が行われる。（②の最終希望者のみ）

⇒ 「１．早期卒業有資格者①～③」全ての基準を満たした場合に限り，早期卒業が認めら

れる。

【注意】「２．①，②」の両時点で，早期卒業を希望しなかった場合，再度の早期卒業の希

望は受け付けられない。〔「演習（必修６単位）」の履修期間を１年間に短縮する

特別措置も行われない。〕

（３）累積 の計算式についてGPA

① （２）の累積 は，下記の計算式によって算出される。GPA

（単位修得した授業科目の単位数×当該授業科目において取得した ）の和GP
＝GPA

履修登録した授業科目の単位数の和

② は，秀４点，優３点，良２点，可１点とする。GP

③ 累積 の対象となる科目についてGPA

本学開講科目のみが対象となる。したがって，他大学で履修し既修得単位として認められた科

目や単位互換協定等に基づく他大学での履修科目，授業以外での単位修得制度（「インターン

シップ」，「法学検定試験」，「国連大学グローバルセミナー」など）は，除外される。

また，本学開講科目であっても，成績が「認定」，「合格」と表記される科目や経済学部以外

の他学部科目は除外される。


